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【研修受入事業】真剣な表情で取り組むアブドゥルさん。本国では保健省にて医療機材部門のトップを務める。

tel:08028095543
mailto:jicadpd-desk-akitaken@jica.go.jp


東北では、東北地方の持つノウハウを活用し、開発途上国で必要とされている知識・技術を伝えて各

国の課題解決に役立ててもらうことを目指し、関連の政府機関・自治体・企業・大学等の協力を得て研修

員受入事業を行っています。

研修員受入事業

研修員受入事業（短期）〈2024年度計画〉：東北センター所管分

保健（58名）

医療機材管理・保守（年間6コース）（エア・ウォーター東日本）

畜産（６名）

SDGsに配慮した包括的な畜産振興の取り組み（家畜改良センター）

防災（19名）

ネパール事前防災投資に向けた洪水対策マスタープランコース

（八千代エンジニアリング）

ウガンダ西ナイル難民受入・影響地域における緊急事態対策能力強化研修

（片平エンジニアリング、JOCA）

観光（13名）

地元資源を活用した産業振興（会津若松市国際交流協会）

農業（11名）

灌漑施設の維持・運営管理（B）を一部実施（海外農業開発コンサルタンツ協会）

その他、7コース80人が東日本大震災被災地等を訪問。

JICA留学生（4名：主に理工学課程）

会津大学（2名）

サイバーセキュリティ：2名（カンボジア1、ベトナム1）

日本大学（2名）

道路アセットマネジメント：2名（カンボジア1、フィリピン1）



ボランティア 開発教育支援事業

市民参加協力

【 海外協力隊】岩崎 未来さん（福島県出身）
＜キルギス 青少年活動＞

民間連携事業

は市民をはじめ、民間企業、 、自治体などとの協力のもと、開発途上国で幅広い活動を行

っています。国内においても、全国に拠点を置き、地域の特性を生かした、国際協力の事業を展開し

ています。

開発教育（国際理解教育）支援事業　2024年度実績

国際協力出前講座（実施：1件　受講者数：12名）

会津若松市生涯学習総合センター（12名）

訪問学習（実施：0件　受講者数：0名）

＊JICA東北で実施した講座を記載しています。

JICA海外協力隊 ※2024年11月1日現在

派遣国 職種 派遣国 職種

ベリーズ 環境教育 マレーシア 作業療法士

ケニア 鍼灸マッサージ師 ブータン きのこ栽培

モンゴル 日本語教育 ベトナム 理学療法士

マーシャル 建設機械 カンボジア 小学校教育

マラウイ 薬剤師 モザンビーク 薬剤師

チュニジア 音楽 エジプト 体育

フィジー 環境教育 モンゴル 青少年活動

パラオ 栄養士 パラグアイ 野菜栽培

バヌアツ 看護師

※出発前住所が福島県の隊員

※出身地が福島県の隊員

派遣中隊員（17名）

派遣中含む累積隊員数（837名）



詳しくはコチラ

草の根技術協力事業

国際協力機構債券 債

草の根技術協力事業（実施中）

福島県/会津大学（会津若松市）

　＜チュニジア＞若者・女性等を対象とした ICT スタートアップ人材育成の事業モデル構築

　実施期間（2022.12-2025.12）

JICA基金活用事業（実施中）

学びファシリテーション（喜多方市）

　＜ブータン＞ブータン王国のSchool Agriculture Program 課題解決強化事業

　実施期間（2023.12-2024.12）

株式会社東邦銀行

業務連携・協力に関する覚書

締結日：2017年9月20日

連携協力に関する覚書
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